














































































或人問テ云、今ノ世俗ニ古註新註トイヘルハ、何ト心得侍ルヘキソヤ。羅浮子答テ云、何晏カ集解ヲハ古註ト云ヒ 朱子ノ集註ヲハ新註トモ近註トモ云ト見ヘタリ。然レモ漢儒ノ註ニ比セハ、集解モ新註ナルヘ 。元明諸儒ノ註ニ比セハ、集註モ古註ナルヘシ。 （中略）其上清原家ニモ、既ニ大學中庸ヲハ、章句ヲ以テヨミ 論孟ヲハ何氏趙氏 註マサレリト云、是大ナルヒカコ ナリ。彼家ノ諸抄ヲ見ルニ 古註ニテミツカラ合点セサルヲハ、朱子ノ説ヲ引テ我家ニ習ヒ来ルヤウニスルハ、カタマシキコトナリ。マシテ眼力ノ及 ヌトコロ、エヨマヌ所ヲハ、手ヲツクルコトナシ。何トテ朱子ノ學庸ノ註ハヨクシテ、論孟ノ註ハヨクセス乄、清 キラハルルヤ。又何トテサシモノ朱 ノ前ハ賢ニ乄後ハ
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俄ニ愚ナルヤ。朱子ノ愚ナルニハアラス。エヨマヌ者ノ愚ナルナリ。 （中略）大明ノ儒我レカシコカホニ、前人ヲ議スレトモ、サシテヨキ事トモ見ヘ侍ラス。既ニ秦漢以来百千歳ノ間、道學スタレタルトコロヲ、程朱出テ、四書六經ヲ明カニシ、聖人ノ心ヲ知ル時ハ、後人ノ道學ヲ説ク事ハ、皆程朱 恩 リ。我輩若聖人ノ書ヲヨマンナラハ、程朱ヲサシヲキテ別ニ誰ヲカ信セン （肥前島原松平文庫所蔵『論語諺解』 ）
　『論語諺解』は、 「里仁」までを林羅山が著すも、完成をみることはなかった。この業を後に林鵞峯が継ぎ、 「公冶長」以降を『論語諺解補』として延宝元年（一六七三）に完成させる。　林羅山は、古注と新注の関係を歴史的に捉えた上で、学庸は新注で読み論孟は古注で読むという方法を誤りと断じ、取捨






















」のなかには、 『三略』の名が『六韜』 『呉子』 『孫子』 『司馬法』 『尉繚子』 『李靖問



















































































































































































































































































講義ニハ、強者怨―ト、人ト云字ヲ、怨ルト云字ニカイタソ。怨アル者カセムルソ。直解ヤ唐本ニ 人ト云字ニカイタソ。 （ 『口義』 ）
　『口義』も『七書直解』に依拠した解説を行った後に、 『七書講義』を踏襲した解説を行う。　最終的に、清原宣賢はいずれの注釈書を採用したのであろうか。 『口義』の掲げる『三略』本文が「怨」字に作られてい
ることが示す通り、清原宣賢は『七書講義』を踏襲しているのである。　
このように、二つの注釈書を比較しつつ解説するという方法が採られている。また、 『良賢抄』と『宣賢抄』 、 『口義』の
全てに共通して、 『三略』本文を逐条的に解説するという手法が採られている。　
結果として『口義』の解説は、一つの条のなかに『七 講義』に拠る句と『七書直解』に拠る句が混在し、モザイク画の







































































































































































































































また、史書からの引用についても、林羅山は『七書講義』を襲い のみならず、 『七書直解』に対す 『七書講義』の優
越性を強調する。
此剛柔強弱ノ四ツヲワクルコト、如此ナレトモ、四ツナカラ、一ツモスツヘカラス。カ子合セテヨク用フヘシ。只柔ハカリナレハ、ニフクナリテ、シヤウ子ナキモノヽ如シ。弱ハ リナレハ、ツタナクナリテイサミナシ。故ニコノ四ツ、時ニヨ 処ニヨリ、物ニヨ アイテニヨリテ用フルヲ、其冝ヲ制スト云也。時ニカ フテチョクスルヲ、冝ト云也。ムカシ周ノ文王ノ、殷ノ紂ニツカヘ シタカフハ、柔也。サテ大ナル徳ヲアキラカニシテ、サカ ナル功ヲヒロメテ、天下太半 タカフハ、文王 剛ナリ。武王ノ紂ヲ ツト ニ、諸人コト〱クウツヘシトスヽムルヲ、武王時イマタ至ラスト云テ、タケク勇メル兵ヲモテ タヽ一戦ニウチカチテ、紂ヲ亡シ天下ヲト 、武王ノ強也。是皆コノ四ツヲ用ヒ
古典を読むという行為の一展開
— 77 —










用いる。　『七書直解』は個別の戦場における詐術を念頭に置いた引用であるが、 『七書講義』では戦争を行うか行わないかを判断するという、為政者と のより広い視点を重視した引用となっている。　林羅山は、 『七書講義』を踏襲した上で、 『七書直解』が重んじる詐術を他人を陥れることに汲々としていると戒める。
　
林羅山は『七書講義』に依拠して『三略諺解』を著した。では、一月前に成立した『孫子諺解』も同様であろうか。参考



























































































清原家の『三略』に関する抄物は、清原宣賢以降 成立年代の異 複数 注釈書を同列に扱い比較検討を試みるように
なる。その結果、一つの条のなかでも一句ごと 異なる注 書の解釈を用いることと り、モザイク画のごとき様相を呈した。さらに、清原宣賢以前から 逐条的に解説する方針と結びつき、詳細化・複雑化して行く。　
これに対して林羅山は、 『論語諺解』で古典に加えられた注を歴史的に捉える視点を示した。また 四書のなか
でも学庸は新注で読み、論孟は古注で読むという清原家の伝統を批判した。さら 、一書のなかでもある部分は古注で、別のある部分は新注で読むことで生じる不整合性・恣意性を批判した。　
清原家の抄物の持つ特徴を踏まえた上で、林羅山の諺解は特定の注釈書 主と て用い 比較検討を行わずに一つの条を
最初から最後まで読み通す文章の体をとった。それは、想定される読者の対象に関わらず共通する特徴であった。　




























4） 「余頃者、與涸轍齋租博等、聞尚書孔氏傳乎東山僧梅仙。梅仙父宗二、聞之清原儒者給事中宣賢。是以、宗清家云」 （ 『羅山林先生文集』巻第六五「随筆一」 、内閣文庫所蔵寛文二年刊本）
（
5） 『古文尚書』 （内閣文庫所蔵）及び「礼記古本跋」 （ 『羅山林先生文集』巻第五四、内閣文庫所蔵寛文二年刊本）を参照のこと。
（








10）林鵞峯「年譜」 （ 『羅山林先生集』附 巻第一、内閣文庫所蔵寛文二年刊本）
（
11） 「余甞在駿府写一通。今戸田為春氏新鏤梓、以頒行於世。其志可尚矣。余亦獲合部、以向所蓄之謄本、往々校之、随見随塗朱、為句讀焉」 （内閣文庫所蔵林羅山旧蔵本『七書講義』 ） 「武學七書直解全套、隨繕寫而隨粗閲之。乃以硃而句之、以墨而點之。殆一月
餘
而后皆成
矣。余十七八歳時見直解、其后讀施氏講義 誦李卓吾孫子參同、今又及于此」 （内閣文庫所蔵林羅山旧蔵本『七書直解』 ）
（
12）林鵞峯「年譜」 （ 『羅山林先生集』附録巻第二、内閣文庫所蔵寛 二年刊本）
（
13）一七世紀初頭の本邦における『三略』の受容が、純粋に軍事的な要請のみに因る は考え難い。部下 率 出陣する立場でない摂関家の人間が、清原秀賢の講義を聴講したという事実や 『三略諺解』跋「庶周漢 功業、復覩於今日、豈不大幸乎」 いう記述は、別の興味関心の存在を示唆する。しかし、本稿では『三略』がいかなる点で重視されたのかについては立ち入らない。
（
14）本邦には、 『七書講義』については清家文庫所蔵の清原宣賢自筆本『三略講義』や足利学校所蔵の 華自筆本『七書講義』 内閣 庫所蔵の林羅山旧蔵本『七書講義』が比較的古く、まとまった形で現存する。内閣文庫所蔵の林羅山旧蔵本と同系統のテキストが、国立国会図書館と大垣市立図書館に現存する。前者には「詩仙堂印」 、後者には菅得庵の識語が確認できる。
（




16） 「觀其議論、出自胸臆。又引史傳、爲之參證」 （内閣文庫所蔵林羅山旧蔵本『七書講義』 ） 、 「刪繁撮要。斷以經傳所載先儒之奥旨、質以平日所聞父師之格言」 （内閣文庫所蔵寛永二〇年版『七書直解』 ）
（




19） 「弱者人之所助也。強者怨之所攻」 （清家文庫所蔵 三略講義』 ）
（
20） 「弱者人之所助。強者人之 攻」 （浅野文庫所蔵朝鮮版『七書直解』 ）
（
21） 「弱則能下人、故爲人所助。強則敵者衆、故爲怨 攻」 （清家文庫所蔵『三略講義』 ）
（
22） 「弱而有德 、衆 援 故古人有濟弱扶傾者、 弱者人多助也。若弱而無德、誰肯助之。強而不仁者 衆人之所攻擊。古人有禁暴救亂者、所以強者人多攻也。若強而仁、孰肯攻之」 （浅野文庫所蔵朝鮮版『七書直解』 ）
（




25） 「今謹奉台命、作三畧倭字諺訓、以欽進呈 臣不敏、雖不及此書賢智之慮、庶周漢之功業、復覩 今日、豈不大幸乎」 （内閣文庫所蔵『三略諺解』 ）
（
26） 「雖然剛柔強弱、四者不可偏廢。柔不徒柔也。獨柔則失之懦、故柔有所設、而剛復有所施。弱不徒弱也。獨弱則失之怯、故弱有所用 而強復有所加。此無他、其始若無能爲者 其終必大有爲。其始若無所用者、其終必見於所用。四者之用、各有所冝。兼是而隨冝以制事、可以有成矣。方文王之遵養時晦、 甚柔也。而大勲 擧、有所不憚、其 必有所施也。武王之師渡孟津、若甚弱也。而熊羆之士 奮于商郊、其 又 也。文武之君 惟兼是而制之。此 以能造周而革商也」 （内閣文庫所蔵林羅山旧 本 七書講義 ）
（
27） 『詩経』 （周頌、酌 及び該当箇所の孔頴達による疏 『春秋左氏伝』 （宣公十二年）及び該当箇 の杜預による注や孔頴達による疏、 『書経』 （周書、泰誓上）及び該当箇所の孔安国伝及び孔頴達による疏を参照のこと。
（













32） 「此喭解、本章句幷或問、尊程朱也。考以鄭註・孔疏・陸音、尋舊也。輔翼以大全・通考・通義・大成・蒙引、釋章句也。參之以知新日録・林子四書標摘・管志道釋文 楊李四書眼評、備異説也。其間加己意、而述其義、非敢擬議之」 （内閣文庫所蔵『大学諺解』 ）
（
33） 「長上聲。弟去聲。倍與背同。絜胡結反。老老、所謂老吾老也。興謂有所感發而興起也。孤者幼而無父之稱。絜度也。矩所以爲方也。言此三者上行下效、捷於影響。所謂家齊而國治也」 （清家文庫所蔵『大学章句』 ）
（
34） 「後寶壽院、法名常忠 コア祖父也 コヽヲ、御講説々時 御落涙アリ。常忠十二代祖、頼業、礼記ノ中カラ、此篇ヲ抽出メ、是ハ、後ニ、重寶ニ成ラント云リ。後ニ、此書、別ニ一巻トメ、唐ヨリ、日本ニ渡ル。意氣相感、如合符節、竒妙々々。 」 （大東急記念文庫所蔵清原宣賢自筆『大学聴塵』 ）
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